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多薦反射をは発振瀞で発生した音波が海慮や地畷で

驚回以上反射して受振凄れたものをいう自畿ず水繭と

海底の間恕けての音波の径路を幾何学的に扱ってみる｡

音の発生､煮を蟹とし受振点をPとする｡sは水面に

一致すると考えると扱いやすいからここではそうする

(実際には深さがあるため水面で反射を起こすがそれ

は発振波形グ)項で取り扱うことにする)｡sから出た

音波が深窓わの海底で反射して寮は入る径路や時間は

慧の海底虹よるイメｰジ(鏡像)㌫を作りs韮からPに

膏秘直進してくるというそデルで誇吏てよい｡ζれは

一般的杜平繭虹よる反射の現象である曲水繭と海底が

平行している揚含の二藍反射はさらにイメｰジを篤王図

のよう紀拡張すればよい(sに水の深窓を袴えるとs三

警嚢は㌫魯/およびS婁S宴!の髪つずつ紀扱りP紀

ついても直接受振される波と水面で反射してから入る波

の獲穣に溶る)｡こうして深さ細の海底はsを戸の深

さを無視すると蜘の願雛の背の伝擦時間の後に受振さ

れ深さがhであるを考えられる由これは当り前のこ

とである､二箆反射は必の願離を走るので深さが愛

惜になる,三豊反射放ら3倍に放る仙

1.観測方法と観測のデｰタ

海底に河の跡のあるところ(例台東刺11有明海の筑

後川延長)新第三系の上に泥が堆積し礫をはさんで

いるところ(例七尾湾)などそれぞれに特長的な記録

がとれている.これらの記録はよく地域的な特長あ地

質的滋意味あいを考走合わせて解釈をせねばならない由

そこにはたった五つの理論ですべてカミ説明されるとい

うような原理は存在し鮎',しかしケｰス･バイ1

ケｰスとはいっても一般的な現象がないわけでは扱い

ので次1はくでてくる例や解釈の仕方につき順次述

べてみよう｡
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海底が傾斜角§で傾むいている揚含は策2図のよう

にそのイメｰジは水繭と海底おを延長した交点を中心と

した円弧の上紅扱らふ､こうして海底の反射によるイ

メｰジは凄釜に二重反射のイメｰジは遂鳶の位置にくる.

いいか免れば鳶の二藍反射は見かけの傾斜勅餐の反射

を同に走時で齢る由三箆1四董と多箆

沙y〆つ4反射の度合が進んでゆくと見かけ傾斜角

'は鮒をこす｡すると多くの場合は理

論的に観測で巷赦いか特別の場合は観

測で慧る｡しかし実際間題としては

虎かけ傾斜偽が鮒近く紀扱るよう瓶多

藍反射は観測慈れないのが普通である.

多重反射(狐璽反射)の揚禽も詞繰上の

傾斜偽繊と兇かけ傾斜角械の間紀は

(すでぽ解栃の項で述べたように)夢と

霧が岡}､無で縮尺比sが互扱ら§1顯童泌鷺

tanαの関係がある.nδが小さい開

第2図湖底が傾斜している蜴合の二重反射�
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はnδ=αが成り立つ.すなわちゆるい傾斜の反射

面も多重反射の方が傾斜角が鰭張されて扉やすい山し

かし厳密には滋箆反射でも走路も傾斜角も篶榊こ渡

るわけでは扱い血

さて幾何学的な袴察を終わって実際上の問題ぽ入るう.

溌振擦から発振され海底蜜で往復した走時を道とする.

さらに水面で反射してから受振凄れた走時は鵬であ

って(海底が傾斜している場合は蝸より小さく匁るが

実用上はその誤差を無視する).これが二重反射であ

る.多重反射は海底での反射でエネノレギｰを失い(水

面での反射ではほとんど失われない)また拡散減衰でエ

ネルギｰが散逸するので普通は二一三重反射位しか観測

され扱い.多重反射はもちろん構造として実在するも

のではない.記録を汚くしたり真の反射を妨害したり

して有害である.とくに海底も堆積物も水平な構造で

水深が浅いと真の反射と多重反射の弁別はむずかしい.

またわリに固い岩石だとえば古第三系や火山岩などが

浅く水平に分布しているようなときも多重反射はたく

さん発生して記録を見にくくする.

一般に海底下に反射面があって走時がAの場合A+

B(B+Aも同じ)の走時の反射もとれやすくこれも単
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第3図

麟東京湾の本牧湖1脇

とその説明図(右

鰯下図)

8:現世地横物の

海底

A:鮮新統

妻婁BA+B2A

は二重反射2A

がはっきリ齪測さ

れている西では

.鮮新統が露頭にな

っている
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に二重反射と呼ばれる.したがって二重反射というこ

とばは必ずしも2倍の走時を意味しない.2BやA+

Bはよく観測されるが2Aなる二重反射は観測されに

くいことが多い.それは水と海底の間の反射係数は

地層内の反射係数よりも一般にははるかに大きいこと

と地層内では音波の吸収が大きいためである.2A

の方が2Bよリ明リようである例外的なケｰスに第3

図がある.これは東京湾の横浜の南の本牧沖で観測さ

れたものであリ古東京川により侵食された鮮新統の上

に現世の軟かい堆積物(現世)Bがのっている.鮮新

統Aは堅く現世の堆積物は音響的性質が水とあまり違

わないために海底の二麗仮射鵬よ1バ鮮新統¢)二箆

反射2Aの方が明1)ようは観測されている(実ばこ¢)論

理は逆で鮮新統の二重反射の方が海底の二箆反射よ

りも明りようなことと周辺の陸上夢)地質とからこう探

釈された).

第4図は東京湾中部の記録例である害海底資反射

面Aのほかに2遷A+葛2A3遣2遭斗A遭十

2Aなどが観測されている､多重仮射では海底のわず

かの地形的な落差が黛借3倍に拡大されたり海底の

傾斜角が拡大され怒りするこ&も実用上役立つ性質で

ある.第5図は落差の少ない断層が二重反射では落

差が二倍に怒るために見やすくなった一例である.こ

の場合は1回反射では音波の入力が大き過ぎるので電

気的出力が飽和してしまいなおさら二重反射で明かな

違いが生じたのであろう.二重反射になると音のエ

ネルギｰが減るためにまたは電気的出力が飽和しない

ために記録上で差異がでてくる.別の例をあげよう.

第5図海底では落差の少ない2つの断層が二重反射では明らか

に見える撚械はササブレックスを腱川(Padberg,Jr.による)

窮6隠1は有明海の菊池川南方で白川西方の記録である.

この記録では海底は3本の熱い線で記録されその下に

五本～3本の線がほぼ海底は平行していて｡その厚さは

㍑〕位である苗この反射面から下は散乱を示している

ので反射波は認められない､この散乱は音波礫属と考

えられる咀それは測点11から左側で急紀散乱波が消え

ることや地質的考察から推定される(後述の微乱の項

を参照)畠ここで二重反射をみると鵬に相当する反

射が連続牲はある耕奮わめて弱く遭キAと婁Aに相

当する二盤灰附かか放リ部分的ではあるが強くでている｡

鵬と獲斗Aの差A甘葛は撒乱繭の上の堆積物剛享

さで71ミ鳴ゆ直擦の読み取りと一致する昔直擦の海底

の反射からはその上の堆積物の厚密の競み取1つにど

の位相をとるかのピック｡アップの不安があるが二重

反射も一致すれば認定の信頼度は増すしまたその堆積

物がわりにやわらかいものだろうという推定もできる.

一般的にいって多重反射は探査に好ましからざるも

のである.海底の二重反射2Bより下は急に反射波の
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第6図

有明湖一=1コ部菊池川南

方白川西方の記録と

説明図

散乱瀬Aの上の現地堆

積物A-Bの厚さが二

重反射からわかる(器

械はMGS杜Sp日rker)�
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認定がむずかしくなってくる､したがって海底からの

深さか同じ反射面については蜘孤の滅い海と数王｡狐

の深い海では榊者の方がエネルギｰが大きいにかかわ

らず後背の方が実際には記録が扉やすいことが多い由

上には多重反射を応用した例を述べたがこれは例外的

に利用できたにすぎない､しかし多重版射をテｰプ

レコｰダｰを用いずに電気的抵操作で消去することはほ

､どんど不可能だし無理に消しても他ダ)信号まで消えて

しまうだろう多重反射自身が立派な信号だからである苗

次に多重反射がどの程度発生するかをみてみよう.

筆背の経験した範囲でもっとも多く観測された例は

六郷川(多劇11)の河口で八重反射までみられる第7図

に示されたものである.幅は約100mで水深は18mで

ある.このような河口に岩盤のような大きい反射係

数のものを想像することはむずかしいから別の原因に

よるものだろう.この八重反射を発生した地層が非

常に平坦であるためかも知れない(この目は海もごく

おだやかで水面も平坦だった).あるいは地震探査の

ウェｰブ･ガイド現象で想像されているように音波が

地層中でS波等になってエネノレギｰを貯え少しずつで

てくるのかも知れない.いずれにしても真相はわかっ

てい狂い｡一般約にいってどの程度多箆反射が発生

するかというと200ジ皿一ノレ位の水中放電では数㎜

程度の水深で砂の海底では三重度射まで数101夏洲砂や

泥の海底では二重反現数工0mの岩の海底では三重反

射までが観測される例が経験的に多い､しかしこれ

はだいたいの目安を書いたまでのことであって発振籍

の出力観測の条件や構造の状態雑音の条件によって

かなり変わってくる.

餓η離

散乱

海底繭や海底の下で音波が散乱(跳鮒駁)をおこすこ

とがと書どきある刊これも実用上だいせつ拡地質的解

釈の手がかりぽ匁るので次に述べる｡散乱は散乱源に

匁る物体があってこれに音波があ花るといろいろな

方向に音を反射する現象である,入射波の方向や物体

の形状によって散乱波の強さや方陶性は異旅ってくる｡

回折(d搬鮒io狐)と呼ばれる現象は音が物体の巌に入

ったりする現象だが巌を作る境に匁る所が発生する散

乱現象と考えてもよい.反射の場合は完全な反射なら

拡散減衰で距離rの2乗に逆比例しr2で減った.し

かし散乱は大雑把にいって距離の4乗に逆比例しr-4

で減ってゆくので少し距離がはなれるとすぐ小さくなっ

てしまう.第8図に波面を示す.Sは発振点Rは

反射面S1はイメｰジAは散乱点である.孤立した

点の反射(散乱)の時間断面が双曲線になることは“解

析"の項で述べた.散乱源カミたくさんあるとそれ

は孤立した点の集合だからその時間断面はたくさんの

双曲線の集まりみたい狂ものである.散乱はミクロに

みると反射と原理的に違うわけではないのだが実用上

は明らかに反射と違った記録上のパタｰンを示している.

散乱源としては主として次の2つの場合がある.

礫層

粗雑な表面の岩石

まずはじめの礫層について述べる.礫層がたくさんあ

って未固結の砂や泥にセメントされているような場合

はその礫層がたとえ全体として平面になっていても

個々の礫が音波を散乱するので散乱の独特のパタｰンを

示す.このような散乱で特長づけられる礫層を“音波

礫層"と呼ぶことにする.このように礫層と呼ばずに

特別の呼名にするのは礫層がすべて散乱を起こすかど

うかに疑問カミありまた散乱をしたからといって礫層

とは限らないからである.すなわち散乱は観測され

た事実であり“音波礫層"は解釈である.

鶴亀鰯鰍規波ヴ)閲�
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古東京川における音波礫層の例を第9図に示す.そ

の散乱の状態は級密で個々の双曲線状のパタｰンはわ

からずただ音波礫層の東側(右側)で散乱カミ双曲線状

に延びているだけである.

往古東京川とは東京湾ひ)西縁の湖底に残る昔の川の跡で

滋退期(海面が現在より下がった1時期)には利根川荒川

多摩川の水系が合流してここを流れたと考えられている｡

古東京川は地形的に以前から知られていたが音波探査に

よリ内部構造まではっきリわかってきた.

音波礫層の出ている南東側にRと記した面があり音波

礫層のあたりで8mの厚さがあり南東で究滅している.

この三角形の部分はしばしば旧河床の音波礫層に伴っ

てでるものだが成因はまだわからない.東京湾の中

部の中央に中の瀬堆と呼ばれる堆(bank)があってこ

･…一↑

第9図

東東沸横浜洲線で観測された古東

京川の音波礫層による散現の様杣

南東側にRと記された而が鰯棚さ

れている

の中央に沈水谷がある.この例をみてみよう.

第10図に示す中の瀬沈水谷の場合は古東京川より小

さいがはるかに明りよう桂音波礫層が海底のすぐ下に

観頑1｣されている.この記録は中の瀬沈水谷(南北約7
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kmで直線状)の北端を横切ったものである.音波

礫層が約120mにわたって散乱を示している.この場

合にも古東京川の場合にRと示されたと同じような音

波礫層に向って落ち込む反射面カミ両側に観測されてい

る･中の瀬沈水谷は従来は余りに直線的狂ことから陸

上で川のように侵食で形成された地形ではたく断層な

どで形成されたのではないかと推定されていた.しか

しここで音波礫層が観測されたことは少なくとも一

度は陸化して礫が流れるような条件にあったことを意

味する.このように礫層の存在は地質や地史を考える

上で非常に重要な手がかりになる.礫はおだやかな海

の中をフラフラ1kmも2kmも流れて規則的に1分布

することは恋いので“陸化"という現象とすぐ結び

つけて考えられるからである､

音波礫層はだいたい海底の下浅い所にあるとよく働則

され上記の例では海底または海底下敷狐の深さ山仙

にあった.しかし第11図のように海底下邊帥位

散

に音波礫層があって観測されている例もある.純

これは横浜の南東中の瀬堆の北部で観測されたも

のである(試錐は行なわれてい恋いので礫層の確認

はされてい扱い).

76蜘2図凍束酬1部

中の瀬堆I11の漱唯の西側第s5

側線と1説1月図

＼新第三系を切って形1､竜

されたll一胴床のlllに列1

ミ＼＼:秋肚の堆積物があリ

新第二系その一11に音波礫層がみ

られる(榊賊はジオソ

ｰナ)

中の瀬堆の西部で観測された泥の中にはさまる音波礫

層の例を第12図に示す.東側の海底の五カ沖の瀬堆で

あり新第三系でできている.中央では新第三系が削

剥されてその中にほぼ水平に沖積統が堆積している.

この沖積統の中に音波礫層がある.この例は中の瀬沈

水谷と違って旧河床全域に礫層が分布しているわけで

はない､ここでは泥の層(海底が泥であり均質放感じ

から中も泥と推定する)の反射がとぼしいので音波礫

層の散乱はあざやかである.なおこの記録はコンプ

レッションをかけているので海水相当部分が白くぬげ

ている.

以上に音波礫層による散乱のことを述べたが散乱は

粗雑な地形によ･･てもおこる｡か校ゆ堅い渚が侵食で

非常ぽ粗雑扱表面になるとこれからも表面の五つ互つ

の凹凸が昔波の散乱をおこして全体としては音波礫

層と似彪よう匁微乱観象をおこす｡
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東京湾の南の三浦半島側にある金田湾では一20m位の

深さ侵食平坦面が一40m位には堆積平坦面が発達して

いる吉窮13図は金嗣湾の記録例で左側(西側)には山

201工抑侵庭繭で散乱をおこしている様子がわかる稻

右側の一01篶～山60脳あたりは東環海谷の谷頭にあたり

新第三系の岩が粗雑抵面をして露顕にな(･ていると考え

られる,これが音波礫層ではなくて岩石の粗雑な表

面によるものであるという判断は記録上の判断ではな

くて地質的な解釈によるものである.

散乱が発生すると困ることはそれが音波礫層であっ

ても粗雑な面の場合でもその散乱面から下の反射面を

しゃへいしてしまうことである.

東京湾北部ではしばしば奇妙な散乱波が発生するこ

とがある.第14図に示すのがそれである.これは非

常に広い範囲に分布していて河床跡の音波礫層のよう

なあるきまった分布の形態をとってい狂い.この散

乱源が何かは全くわかっていないが貝殻の層のよう狂

可能性もある.この散乱波が広い区域にわたって発生

するとその下の反射が全くわからなくなってしまうた

めに音波探査を適用すること自体がほとんど意味が征

く放ηてし漢う由これを解決する技術は蜜だ開発され

てはいないがたぶん波授の長い音波を使うことが1

つのポイントに匁るのではなかるうか吉松おこの散

乱波は超音波による測深(エ伽位の周波数)でも少し観測

される.第15図ほ伊勢湾南部の二見の沖における記録

である.鳥羽と答志畠の間の桃取水道の延長上に相当

していてわりに潮流も早い.この水道は記録に見る

ごとく､地形的にもチャンネルをなしている特異なもの

でチャンネノレの両端が深くなっている.ここでは水面

下27m位の深さに音波礫層がほぼ平坦に分布して散乱

をおこしておりその上にほとんど未固結と思われる泥

(反射面がとぼしく海底面は泥)が8～13m位あると考

えられる.

以上にいろいろの例で散乱を示したカミそのパタｰン

���

�海脱�5�4�ゴ

�一千嚇�一�_｢�』OI11

��倣1孔汲��

�■���

一1����帥11

�swく一一��一一>Nli�

���

冊1節14図東京湾北部の記録と説1リ悩湖雌に

は現世の堆積物がたまリ記録のような散乱波

が発生ずる散乱波の猶坐区域はあ虫リ規則性

がない
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は必ずしも同じものでは在い.それは散乱源の大きさ

や分布の形態や頻度によって変わってくるのであろう.

とにかく散乱は重要恋解釈の手がかりになる.地震探

査の反射法でも散乱や回折が問題になることはあるが

一般には解釈の手がかりになることは少なくむしろ雑

音として問題になる.それは地震探査では受振点間隔

が大きいために減衰の早い散乱が観測にかかってこ粗

いことや波長が長いので相対的に散乱がめだたない

ためであろう.

断層

地質調査において断層を調べることはしぱしぱ重要

柱意味をもっている.石油の油槽には断層に伴うト

ラップで石油がたまることがある.石炭の地質ではそ

の採掘に重要租意味カミある.土木の問題としては工事

上の技術のことや断層に伴う湧水などがある.地質構

造の調査でも地層の大きな変化が断層で境されているこ

とは珍しくない.このような重要性から音波探査での

断層の検出について例をあげて述べてみよう.

第16図は有明海の長洲の沖の例である.断層はあま

り明りよう在ものでも大きいものでもないが2km以

上南北に続き平行する5本の側線で繍則されている.

この断層の記録の特長は両側の断層の端から散乱波カミで

ていることである.この記録に示された断層はある幅

を持ったものである.地層自体も断層の向きに傾むい

ているので散乱波と断定するのにいささか困難はある.

しかし他の側線では散乱波が交差しているから(反射

面が交差することは一般にはあり得ない)そう考えて

よいだろう.音波の幾何学的な考察からすると断層

の端からはいつも散乱波が出てもよいと思えるが実際

にはあまり観測にはかからない.この記録の場合にど

うして観測されたかはわから住いが1つの地域的なく

せを考えてよいだろう.

第王悩は有明海の鳥原半島有珠の沖合従)1断層帯の例

である｡ここでは鱗層はある幅をもつ陶礪帯でその

胸側で地層グ)傾斜方向が逆はなっている､この幅を断

然

↑第16図伽月海長洲1111の長洲第2側

線(左)と説開図(右)中央

に断層がみられ断層の両

蝸から散乱波が山ている

第17図島原海湾の有錬の洲1におけ

る記録(下図)と説明図(右側)断層帯

を境にして地層(新第三系)の傾斜が

逆になっている
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＼
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層裕のように考えてよいかどうかは付近の地質状況や

これに平行する他の側線と比べ合わせてみ狂いとわから

ないが陸上の断層帯の延長上にあたる.内は部分的

た反射面がでている.この断層や断層帯の両側でどの

層が対応するかはわからない.よほど特長的な反射面

があって湘応がつくか地質的な考察から落ちた向きが

わからないかぎリ断酒の位置は指摘できても落ちる向

きは指摘できないことカミ多い.

策18図は東京湾の南の館山の北西洲1のものである.

ここで断層が3つほどあってこれを境にして北は背斜

に南は単斜構造につづく.南の単斜構造では断層付近

では4度位の傾斜角(見かけ傾斜角で真の傾斜角ではな

い)であるが断層から離れると7度位になりゆるくな

る.これは断層によって南が下リ北が上るよう恋変

位があって地層がズレ上ったためと考えられる.この

地層は鏡が浦層(鮮新世下部)と考えられ

���

㎞介㈱ψズレプ��

�↓�1ク坐川跡

＼心＼��海雌

ふ＼�/�

�ノ�

�i約700m�

陸上の地層との対比からも海底に存在する

東京海谷の館山支谷がグラｰベン型の海

谷であることからも南落ちの断層である

ということからもすべて矛盾が柱く説明

できる.

第1s図館山1111の冨浦1則線(下図)と説明図(左図)

4付近の断胞によリ地帳がズレ北が上1制こ動いた

と一1醐)れる

合一合

メ考ン饒沸棚榊アｰガｰで徽買1さ貞叱壽燃筑榔捌塁1

(雌0む㈹とC･･触ジこよる)火葦ijlよ土1眺曽攻上げ

(岩塩抵どの貫入)が作用していると考えられるとこ

ろである
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第19図メキシ=1湾北西の側線大陸棚の唯

横の状態と断層を表わす断層は傾斜し

た正断層が多い測点40あたりは2つの反

対向きに傾むいた断層にはさまれたグラｰ

ベンになっている(器械はアFカH電気

皿ネルギｰは§o⑪oジ瓜一秒)深さはフイｰ

トで淡貞)さオ1.4800f宜!葦…e箒という速度{反意て

ぬる

鮎翼が

��

†

第21図錯塩ドｰムの欄造の一例でミシシッピ川のもの深さ

の準位はフィｰトタテの点線は試錐を示す

(Hugesによる)�
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メキシコ湾の北酉にお

ける岩塩ドｰム(あるい

は頁岩の貫入)に伴うと

考えられる断層の記録例

と地質的解釈を見てみ

よう.これはD.Moore

第22図東京湾咋部雷津南方

第47側線(左図)と説明図(下図)

酉剛こは新第三系が単科紺造に

分布し東側には上に1111棚統が

下に洪撤統があ勺て断胴を境に

鮒第三系と洪積絞が接している

裟が落ち酉が上る断鵬である

新第三系と洪積統の上面は浸食

の跡がある抑横統は断層を

おおって唯横し海底面にほぼ平

行ずみ構造を水レ(いる

�13�W〈一一�14��1o�

25m���断層�沖積統��

����

�����

�����'�卸

75m�新第三系��一､､一��洪積統�

100m���一､､､､���

とJ.Curray(1963)が約10,000ジュｰノレという巨大赦エ

ネノレギｰの水中放電で発振するアｰガｰ(Arcer)とい

う装置(アｰク放電に因む名前である)を用い受振に

は灘設置(grOuping)したハイドロホンを用いた.フ

ィノレタｰによって用いる主要周波数は75～125cpsであ

る.発振間隔は大エネルギｰのために長く4秒に1回

で受振は2秒(水中でユ500m相当)である.反射

は大陸棚(水深200mまで)の上では1.2秒位まで観

測されている.このように音波探査としてはか祖ゆ深

い構造を問題にしているがやはり地震探査よりは構造

が細かい.調査はメキシコ湾の陸棚外縁の水深200m

から1000m位の海域にわたって行たわれ従来の音波探

査では非常にむずかしいとされていたメキシコ湾でこ

のアｰガｰはきれいな記録を取り出した.

第19図はテキサス州の南西でメキシコに近いあたりの距

津40マイノレの沖で観測されたものである.この記録に

数個所の断層があって断層面はみな傾いていて正断層を

なしている.これを解析したものが第20図である.

測点40の両側の断層は傾斜方向が逆であってしかも

正断層であるからグラｰベン(溝状構造)をなしているこ

とになる.

メキシコ湾をはさんで北側にはルイジアナからテキサ

スに岩塩ドｰムがあるし南側にはメキシコのユカタン

半島に岩塩ドｰムがある.最近はJ｡ユｰイングによ

りメキシコ湾の水深3000mの所にも岩塩ドｰムらしい

ものが観測されている.舟塩ドｰムはそれによって地

束);(評室一い醐iσ)寸千苗生深手亡討則系泉侠一と免竿男民一･

1.洪融統1:部の手リ食地形2.1析魍

3.断層の判断困難なところ4.断噛帯

5.列1繊魍の堆禎のフロント

断層を俄ぎる12木の側線のうちで7側線で断燭が認められる

断種はメ(滞ら一一三断層功こは洪繊統岬1上新第三昂が浅してv･る

も

層の摺曲や断層(多くは正断層)を生じこのトラップに

石油が集積することがあるので石油地質や石油物理探

査には重要な意味をもっていた.第21図は岩塩ドｰム

とそれに伴う断層だとの構造を多くのボｰリングによっ

て調べた例である.このように岩塩ドｰムの貫入によ
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って地層は摺曲と多くの正断層を作りその中央がグ

ラｰベンになることがわかっている(これ減模型実験で

も確かめられている).これらのこあからしてアｰ

ガｰにより観測された断層は堵塩の貫入(あるいは貿

岩の貫入)によって形成されたものであるうと解釈さ

れた.ユｰイングが観測したような岩塩ドｰム自体か

らの反射は観測されてはい狂いがもっともらしい解

釈である.

淀大陸棚の外での眉油の採掘は現在の技術の段階では不可能

だが地質構造を決める上で大切な意味があるし未來の

技術開発の指針としても必要であろう)

次に東京湾の當津の酉に南北にある断層をみよう.

一般的にいって断層は非常に大き狂断層帯や破砕帯など

に柾ると観測にかからないことが多く単に断層の両

側の反射の様相が違うことから推定する.この傾向は

とくに地震探査の反射法のように波長が長い方が顕著に

なるが音波探査でもその傾向はある.當津の断層は

とくに大きい例ではないがよくわからない記録も多い.

断層を横切る12本の側線のうちでおおむね断層と思え

るものは7側線で他は推定してつ校き合わせたもので

ある.しかしこの7本の側線中に断層カミないという

積極的な証拠(地層カミ完全に連続というよう荏)は狂い.

第22図は第47側線で断層がよく観測された例であり

第23図はこの富津周辺海域の側線図である.

第47測練を左(西)から見るとまず海底にほとんど露

頭になって新第三系が分布している.新第三系は単斜

構造で北東向きに落ちる反射面を示し沖積層洪積層

と容易に区別のつく様相である.測点井14(側線をNo.

で測点を群で表わすことにする)から右(東)では海底に

急に沖積層カ粉布し東にゆくと厚くなってゆく.沖積

層は話15で23m鋳16で25m位あって層内は西落ちでほ

ぼ海底に平行し下の層とは不整合に接しているので偽

層状の堆積である.語16の沖積層の下は不整合面にほ

ぼ平行しおよそ水平の堆積面であって他の地質的資

料からも洪積統と考えられている.左で新第三系右

で洪積統紀恋る境はどこかというと擦14の右でここで

は断層を示すをこるで急に新窮三系の反射面が消滅し

ている吉この断層ではももるん有落ち(東落ち)である.

嫌屑繭を図のように東落も1ひればこの断層は正断層で

ある､鮒綴の右側では200㎜あまりブ蟻ック化した反

射繭があり多分洪積層と損われる.この断層は新第三

系が急に消滅するというタイプのもので他の側線でも

同じ傾向である.この側線では断層にまたカまって新第

三系洪積統両方の上面に侵食を受けた跡がある.順

に述べると新第三系一洪積統一断層の形成一侵食一沖

積統の堆積となる.もし沖積統溶断層の上をおおって

いなかったら断層はもっとはっきりと観測されたかも

しれ粗い.

第23図の側線図に示されるように侵食の跡や沖積統の

堆積のフロ;■トは示される.この図で構造の境界とし

てある幅をもって表現したところの右側(西側)が断層で

ある･これは断層が必ずしも全測線で観測されておら

ずその幅の東側で洪積統の反射が明りょうになるの

でこのように表現したのである.したがって断層のあ

る西側はわりに明りょうであるが東側の認定はやや

主観的である.

断層の判定や解釈についてとくに一般的にいえるこ

とは恋い.地震探査の断層に比べるとわかりやすい

側カ童多いことはやはり高分解能という特性に由来する

ものである.しかし地震探査で問題にたる規模の断層

を問題にするならやはり似たようなことが出てくるで

あろう.それは反射が切れたりズレたりすることが

そのまま断層の現われかということ断層ではないとい

う積極的な証拠が放い限り断層を考えてよいかどうか

ということ多重反射の中から断層に関する情報をどれ

だけ取れるかということ荏とである.要するに断層の

判断はかなりむずかしいことである.(雑音は物理探査部)

木講座第1回(地質ニュｰスNo.119)の第9図(P.34)は

右を上に表わすべきものです訂正します

三重県地質鉱産図完成す

三重県では多年にわたり20万分の1の1｢三

重県地質鉱産図｣の作成を急いでいたところ

昨年完成を見た.これを三重県鉱業会では県

の許可を得て希望者に頒布している.

この三重県地質鉱産図は工業技術院地質調査所

の監修によるもので同所名古屋駐在員事務所を

はじめ京都大学名古屋大学三重大学その他

紀州鉱1⊥1グルｰプ(石原産業)等による実地調査を

基本にしたものであって従来にない精度と斬新

さカミ目立っている.

本鉱産図は13色刷64の地質分類のほか･背斜

軸向斜軸等重力線鉱山採石揚温泉も収

録しておりその精度は地質調査所の図幅に匹敵

するもので同種地質図幅として珍しい逸品とす

いせんする次第である.

部数に限度があるので希望者は在るべく早く

申込まれたい.なお三重県では鉱産地質図に

引き続いて鉱産誌の発刊を計画している.

定価上下2枚1組6つ折1,500円(送料共)

〃折目なし1,650円(〃)

申込先三重県津市広明町557

三重県鉱業会�


